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太
田
達
也
／
訳
・
解
説

�

南　
　

馨　
　

斗

韓
国
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
立
法
へ
の
批
判　

�
������������������������
























十　

一三四　

田 

島 

哲 

夫
／
訳

　

―
不
正
競
争
防
止
法
を
中
心
に
― �

張 

睿 

暎
／
監
訳

�

君
嶋
祐
子
／
解
説

国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
に
関
す
る
議
定
書
（
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
議
定
書
）　

���������������














十　

一六二　

大 

森 

正 

仁
／
訳

　

日
仏
人
格
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
格
権
お
よ
び
人
の
法
の
新
た
な
展
開
」

解　

題　

�
�������������������������������������




































十一　

五九　

片
山
直
也
／
監
修

環
境
問
題
を
め
ぐ
る
基
本
権
の
新
た
な
展
開　

�
�����������������������






















十一　

六三　
ム
ス
タ
フ
ァ
・
メ
キ

�

林 　

 

滉 

起
／
訳

　

―
気
候
訴
訟
を
例
と
し
て
―

国
境
を
越
え
る
人
格
権
保
護　

�
�����������������������������




























十一　

七九　
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
フ
テ
ル

�

大 

塚 

智 

見
／
訳

自
然
は
法
的
な
「
人
」
た
り
う
る
か
？　

�
�������������������������
























十一　

八九　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ビ
シ
ュ
ロ
ン

�

髙 　

 

秀 

成
／
訳

Ａ
Ｉ
に
法
的
人
格
を
付
与
す
る　

�
����������������������������



























十一　

一〇一　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ョ
ヴ
ィ
レ

�

大 

島 

梨 

沙
／
訳

　

―
人
工
的
な
構
想
か
？
―

将
来
世
代
は
法
的
な
「
人
」
た
り
う
る
か
？　

�
�����������������������






















十一　

一一九　
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス
ト
・
ス
ー
ブ

�

坂 

巻 

晴 

菜
／
訳
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判
例
研
究

〔
商
法
〕　

�
������������������������������������������









































商
法
研
究
会

　

六
五
四　

上
場
会
社
に
お
け
る
第
三
者
割
当
て
の
方
法
に
よ
る
新
株
発
行
に
つ
い
て
不
公
正
発
行
を 

理
由
と
す
る
差
止
仮
処
分
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
例�

二　

八三　

堀　

井　

拓　

也

　

六
五
五　

分
配
可
能
額
の
存
在
を
仮
装
経
理
し
社
会
通
念
上
相
当
額
を
超
え
る
取
締
役
の
報
酬
を
支 

払
う
こ
と
は
、
分
配
可
能
額
規
制
の
実
質
的
潜
脱
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
し
た
事
例�

三　

八一　

大　

島 

一　

輝

　

六
五
六　

旧
ア
ル
プ
ス
電
気
・
ア
ル
パ
イ
ン
間
の
株
式
交
換
無
効
請
求
事
件�

四　

一〇九　

柳　
　
　

明　

昌

　

六
五
七　

技
術
的
基
準
に
適
合
し
な
い
子
会
社
の
製
品
の
出
荷
に
関
し
て
親
会
社
取
締
役
の
責
任
が 

認
め
ら
れ
た
事
例�

五　

二七　

遠　

藤　

元　

一

　

六
五
八　

監
査
法
人
に
お
い
て
社
員
が
脱
退
し
た
際
の
持
分
払
戻
額
の
算
定
方
法
と
監
査
法
人
の
商 

人
性�

六　

四一　

隅　

谷　

史　

人

　

六
五
九　

少
数
株
主
を
締
め
出
す
こ
と
と
な
る
株
式
併
合
決
議
に
つ
い
て
決
議
方
法
が
著
し
く
不
公 

正
な
と
き
に
当
た
る
と
し
て
株
主
総
会
決
議
取
消
し
が
認
め
ら
れ
た
事
例�

七　

五七　

杉　

田　

貴　

洋

　

六
六
〇　

商
事
売
買
に
つ
い
て
売
主
に
重
過
失
が
あ
る
場
合
に
は
商
法
五
二
六
条
三
項
の
売
主
の
悪 

意
と
同
視
で
き
る
と
し
て
責
任
を
認
め
た
事
例�

八　

七五　

長　

畑　

周　

史

　

六
六
一　

簡
易
株
式
交
換
手
続
に
対
す
る
株
主
の
反
対
通
知
の
た
め
の
個
別
株
主
通
知
の
要
否
と
そ 

の
時
期�

九　

九九　

久 

保 

田 

安 

彦

　

六
六
二　

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
付
与
し
た
新
株
予
約
権
の
無
償
取
得
の
機
会
を
奪
わ
れ
た 

会
社
の
損
害
と
元
代
表
取
締
役
の
任
務
懈
怠
責
任�

十　

六九　

堀　

井　

拓　

也

　

六
六
三　

有
限
責
任
事
業
組
合
の
組
合
員
の
固
有
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行
の
可
否　

�

十一　

一三五　

杉　

田　

貴　

洋
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〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
〕　

�
�����������������������������������


































民
事
訴
訟
法
研
究
会

　

四
七
六　

令
和
五
2
（
民
集
七
七
巻
七
号
一
七
五
六
頁
）�

六　

六三　

川　

嶋　

隆　

憲

〔
民
集
未
登
載
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
〕　

�
������������������������������





























民
事
訴
訟
法
研
究
会

　

57 　

当
事
者
双
方
が
口
頭
弁
論
期
日
に
連
続
し
て
出
頭
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
訴
え
の
取
下
げ
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
な
い
と
し
た
原
審
の
判
断
に
民
訴
法
二
六
三
条
後
段
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た

違
法
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例

最
高
裁
令
和
五
年
九
月
二
七
日
第
三
小
法
廷
決
定�

四　

一二七　

高　

田　

賢　

治

〔
下
級
審
民
訴
事
例
研
究
〕　

�
�����������������������������������


































民
事
訴
訟
法
研
究
会

　

84　

再
生
手
続
開
始
後
の
信
用
組
合
組
合
員
の
脱
退
に
基
づ
く
出
資
金
返
戻
請
求
権
を
受
働
債
権
と
す
る
相

殺
が
民
事
再
生
法
九
二
条
一
項
・
九
三
条
一
項
一
号
に
よ
り
許
容
さ
れ
な
い
と
し
た
事
例

大
阪
高
裁
令
和
五
年
一
二
月
一
九
日
判
決　

�

九　

一一三　

高　

田　

賢　

治

紹
介
と
批
評

山
本
直
子
『「
多
文
化
共
生
」
言
説
を
問
い
直
す

　

―
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
第
二
世
代
・
支
援
の
功
罪
・
主
体
的
な
社
会
編
入
―
』　

������������











三　

九五　

関　

根　

政　

美

ベ
フ
ル
ー
ズ
・
ブ
チ
ャ
ー
ニ
ー
（
一
谷
智
子
・
友
永
雄
吾
監
訳
）『
山
よ
り
ほ
か
に
友
は
な
し

　

―
マ
ヌ
ス
監
獄
を
生
き
た
あ
る
ク
ル
ド
難
民
の
物
語
―
』　

�������������������


















七　

六五　

関　

根　

政　

美

林
秀
光
著
『
中
国
共
産
党
と
三
峡
ダ
ム
―
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
政
治
過
程
―
』������������











十　

八五　

兪　
　
　

敏　

浩
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特
別
記
事

吉
村
典
久
教
授
略
歴
・
主
要
業
績�

一　

三七九

陶
陽
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

二　

九九

原
科
颯
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

二　

一一三

法
学
研
究
第
九
十
七
巻
（
自
一
号
至
十
二
号
）
総
目
次�

三　

一〇七

葉
晨
陽
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

八　

八九

岡
部
克
哉
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

八　

一〇〇

王
禹
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

八　

一〇九

堀
田
主
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

九　

一三一

小
南
有
紀
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

九　

一三九

山
本
み
ず
き
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

九　

一四七

髙
田
久
実
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

九　

一五六

令
和
七
年
度
慶
應
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
八
〇
年
」　�

十一　

一四一

岩
谷
十
郎
教
授
略
歴
・
主
要
業
績　

�

十二　

四〇五




